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Synopsis 
¥Vhen a tractor rode on the fi己le!,th巴 strengthof plastic pipe for日ndeγdrain,buried in the soil, 
was mainly affected by tractive pressure and soil moisture. 
The shallower the depth at which the pi［冗 wasburied, the larger th邑sef礼ctors affected it and 
when its depth was more than 30cm, these affections suddenly decreased. 
Practically, the depth at which the pipe was buried, is in the range of 50 to 150cm, therefore 
tractive pressure is at its maximum乱t50cm depth in thisγan月cand its、aluewas 0.6 kg/cm in 
this experimem. 
Calculating its trative p1 essure from this found乱mentaltest, we found that the plastic pipe, used 
in this cxperim巴nt,was strong enough to be safe. 
I 緒 さ2・丘三
Jl[J1 hに1@'1l排水Jljプラスチックノfイフ。をJ:1!設してその
地上／沼にトラクタ入手のlI悦・!J:泣惚を走行させた段会，パ
イプが乏げる ）Jは；汚：認で；主ぺた湿り，店長J］＇~ilill. 皮， ·l&IJO{,;J
E，土擦もたii%，段次J去作古；の妥ノ：むこより；，~~！＇！，！を叉げると
｝，！＇.＼われるが，これらのみ~ぷのゾミ保氏！？？されている忽定
可能の組問 ［f~においてその；ぷ交をi泊べた。
1:J ・1. L!'fal ：た ！8 ＇~S＇の i子；ど：乙~ :;o) J：トセを丈［じさせてトラ
クタさと TEげさせた；f:}~'J. J十，＇.＼~さにおいてパイプ；こ IJiJわる
JJを 0lUiとした。その与々のF足 ）9~ ノljj｝；：ま下己の号りであ
る。なお，：iS1 ；・＇，（］：まその作会決J主fノj三したものである。
1. :&IJ/J!,;J Rの；（； 'i(. 
IAと討＇I:・.ry; D f也:J)1: f七~：；~ーと；こして， ·~~n アタッ
チメントの？を J1：＼：＇交えること｝こ上りトラクタの •ll愉；こか
かる •f（：止を f芝｛じさせたり iヘT，主i(:lil立が主｛じした月九
1 実験装鐙および方法 沿よぴトラクヌが：Jfi'J; ~＇1' j＇~をする均台としない； c,J,＇干の各
ストレー ンゲー ジミピ：！占i'.Jしたl):lー の良さ〔i~I 〕， J::.. き に々ついて，!lL年した。なぬ， このi.j:J) I:.；ピ出午J土；：rs21ヨ
さ〔~1J〕のIIをうi排；j.Jf:i プラスチヮクパイプを地表より に；J~す；＜~ j二で，その吟θ ；＇.＿~ •J< jc；，ま15写ぜある。
10, 20, 40, 50, 60, 80, 100 cmの深さに法設し，品切 a) げ•［（；！：：，：：の：；；,'0 iJt；；~トラクタ：ニ I ） アタッチメ
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ントなっけない場合， 2）プラウさと'iQi'fした場合， 3) 
ロータリよら訂した｝見合の状態のトラクタの前橋および後
輸をパイプを埋設した地上部にお功斗こ；；；知立させたJ!,)i'Jの
50cmおよび80cm;?1'iさにおけるパイフコに加わる）Jをm1J1立
した。
b〕 述I:tの1,f:''.Yi/ fSl :li. ~rs 2述，お・s3！主のら々でロー
タリを渋訂した状態のトラクタを走行させた弘子？の50
cmおよび 80cm深さにおけるパイフ~1::.J1r1わるブJを測定し
た。
c) fr＜＇！の；，（；渓 ):(Sl:i；でロータリ緋￥.r；、をしたJ[,){'Jと
けねしない山氏の30crnおよび50cm；去さにおけるパイプ
に加わる）Jを測定した。なお，供試トラクタの概要諸元
および各l当金へのilIU:分布状態は？P去の通りである。
また 11はぬ~tiさは 12cmである。
2. ニi二段状態の彩1i
士、l去の級！皮，水分および土立の各々を変化させて，よと
のよをロ…タりを袋~·｝したトラクタをおrn 速で走行させ
たJf){l-，一定派さにおけるfil！皮，水分および二U'.l:の各々
の変化について測定した。
日） f［！~皮のな＇i'if ゴニ援を松圧することによりfi'l!！支を変
化させたJ}1合の20cmおよび40cmiJ'iさにおけるパイプに
加わる力を測定した。なお，このI！；の二l:.'Clは枝、ιl二， i5.'J)<. 
if江主155'6であるG
b) 水分のな三・'if. ＆~ ;J＜ネを 5～3076の；Fi'Wl迄変化さぜ
たJr.)合の30cmおよび50cmi'.1iさにおけるパイプに加わる
)Jを測定した。
c) 二日tの以告ソミj決定数地内 と
X.bl& fi•J;J王の砂丘： ！i:J;O）二iニ岐について30cm および50cm泌さ
におけるノ々イブ。に加わるカセ測定した。なお， t!;t＼ゴゴ主
のね・it!1r Ti' rll1線は~rs2区iの:ilりであるe
3. :illl.没状態の！，（；； ~1,'
:.1S 1 I :'. 宍！内の i；芯 トラクタ·~~·；のill ：；：：物が定 ij· したJ'/1，そのIii総のおよぽ
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す）Jは地支からの深さによって）＇ 1lなるため，出さが：主化
したJg;i-についてパイプラに}J1わるみをiJl；とした。なお，
このJf,｝（干のj二法はJ:!Ul-C,介；J<'i＇・｛は15俗である。
月IL没i架さの；~＇；！·＇手 口ー タリ "1:'装li＇しない状態でトラク
タが丸Ill ）必で主主りした凶作，地1~ より 20, 40, 50, 60' 
70, 80, lOOcm泌さにおけるパイプマこ｝Jlわる）J討JlJ.Eし
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パイプのう：rtusi:に ：；；~ パJをJ3：える上述の九ti ＞たにほiする，；，＼；
！）免のI↓1，それぞれ1えも大きいftl'i:の交化斐ぷさと含んだ治折
fi'J試験念行なった。
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b）述Il：の以浮 丸・s4 ¥'l.¥Iまj必！立を交化させたりf干の50
cmおよび80cm深さにおける ~11iffを示したもので，速度
が！ill くなると ~;IfJIは伎かJ＼~｝Jllすることを乃ミしている。
c) f'I；；の；；~ ＇；~Y. ~iS 4 I宝iに示すj且り，ロータリ怖をfj・
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実縁結果および考察
1. •i ＼~）Jllj::j11l の；；~＇；＂！，＜
a) 1： ~1Em1：：の以波 Jむユ：より50cmおよび80cm深さ
におけるトラクタの防圧はお3i"gJのj!Jlりで，佐々の深さ
におけるb'i与［自立。i売却！される1:J{（に1'.Wiu刊にi七例し，また
深さが深くなる程， 1:1I立のj白川lに対する:l1YJ1JIFがが減少す
1![ 
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なったJI与と行なわないlSのぷは殆ど，wめられなかった。
2. ~U;WU.ぷの以浅
a〕 磁波のJ;(';I＼＜’ :(j'S 5 I"?!は1)!［＂.［と断 fl：との関係をぶし
たもので，災11".'lにj江い:fC:il~i1fJ.Eは ll!l!J~の J,(; ·，：~；を支げやす
く，コミl".:i~ さが；；；さくなると的IEは限度に治ど影浅されない
ことをぶしている。なお，ーと撲の（1！~化はタイヤの低圧に
よって行なったが， 1i:I日より 20cmJス上では転任しても
/Ci］くならなかった為，この（1'fは炎！のの限度：のI；（符を示し
たものである。
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b）水分の；三怒丸（S6 ／玄！は合水不とRei圧との関係を示
したもので， i定さが浅い~~llllr'iでは水分が3;: くなる :f:'E,
踏圧は増加するが，深さが深くなる程その影；習は少なく
なることを示している。なお，合；J<if之が約25?6以上にな
るとタイヤでは走行不能となった。
]i;li 
jニ
匂 0.6
(kg/cm') 
0.5 
• 
0.3 
j~~ーさ:30cm 
F一一足民l:
・一一ー 。ー砂
0.4 
0.2 
0.1 
???????? ． ???」????、 、
0 
0 5 10 15 20 25 30 
合；j（ギ（%）
み（S6 ／ ·~J ニU~l1k分と Ri1ill ： との IYJf系
c) J~flの.：；；；湾 ；日6／＇ヨはニiニ！？じがJ;U：とむ！i.:b.G:I沙のj二
日が担げ4したJ;,)1｝を示したもので，深さが浅い犯Il／内に
おいては土立による滋＇；l1f.が変われるが，；•t くなると的圧
のニ！ニロによるみ；~J~は ff；ど必められないことをがしてい
る。
3. Jj／：没V\1~のJ；｛；雲i
月l1；：交；；~さの ！，｛；＇.＇手 応 7 ／苛はz:i~ さとめIi[ピとの関係を示し
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ヰ：L/Jにどj!，没されているI記長排水川プラスチックパイア
に加わる力は，深さが浅い純i都内ではゴミに土法；］＜分およ
び，：'OJI.Iされるi:vili；の大きさによって；；~';fl'／されるが，深さ
が30～40cm以上になるとそれらの滋認が小さくなる。
本災i去においては，パイプが埋設されているi之さが50
cmのJ；；合でもパイプつにかlわる力は0.6kg/crn2で， この
も立は釘1殺の法lJ主試験においておJtすが約 1.7kg；ノcrn2ま
ではノfイプはiJl'it限度以内にあることより強度（（ifこ夫会
といえる。このことから供試されたすべてのノfイプは，
強度｛自には安全とf設定される。すなわち，埋設される単
位たさ当りについて，材料がj込も少ない，大きさ〔1j¥)
の長さ〔i三〕のパイプ。でも強皮的には安全である。
他方，本ジミ殺では土~~；の＆＼＇；｝＜率が25?6以上になると走
行不能となるため， 3096以上，特に様7k状態の場合を実
施していないが，港＊状態では補助事総の装備等によっ
て走行させるがめ（2), この；場合は事総がことL"j:lへ相当深
く沈むために，議総とパイプの実質的IBf:! ：~it は短絡し，オヰ
宍放の依より幾分大きい；；iE立さと叉’けるものと忠われる。
語念会中ロlV たもので，階居は深さが30～40cmより深くなると台、法
に減少することを示している。
4. 総指i式投
!fS 8図は土買が段式二， 合J］くネ259，），気む30°C，ロー
タリを装おしたトラクタが応lj去で走行ー した出会の（主総
の綴圧と深さとの関係を示したものであるc
土だけによる圧力は深さに正比例してお＇ IJlし，またト
ラクタだけによる圧力は深さが約60cmの；］！？でだ：加率が
急激に減少していることを示している。
他方，パイプが埋設される泌さは50～150crnの花関で
あるが，この認E宮内ではi'.!fさが50cmの｝j('jにパイプに
加わる力は及大で，その｛出土約0.6kg/cm2であるc
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